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スウェーデンはいかにしてリサイクルを数百万ドルの産業に変えたか。	 スウェーデンがリサイクルを数百万ドルの
産業にした方法.	世界が災害と衝突していることは周知の事実です。気候変動と温室効果ガスによって、地球	は
驚くべき速さで温暖化しており、抜本的な対策を講じなければ、2	度という破滅的な気温上昇に向かうことになるの
です。	  

これは大したことではないと思われるかもしれませんが、実は広範囲に被害を及ぼすのに	十分な量なのです。極
地の氷が溶け、海面が上昇し、沿岸地域は水浸しになる。何百万人も	の人々が家、仕事、生活を失うことになる。
そして、これはほんの始まりに過ぎません。気	温の上昇と干ばつによって、何十億もの人々の健康が危険にさらさ
れることになります。	  

では、どうすればいいのか。科学者や政策立案者は精力的に解決策を考えているが、この破	局を回避するため
には、世界的な努力が必要である。排出量を減らし、地球を救うために、	一人ひとりが果たすべき役割がありま
す。	  

専門家によると、気候変動と温室効果ガスにより、世界は 2度という破滅的な気温上昇に	向かっているとのことで
す。	世界の人口が増え続ける中、廃棄物の排出量は飛躍的に増加します。	  

そんな中、スウェーデンは廃棄物をエネルギーに変えるリサイクル革命を起こした。	  

スウェーデンは、化石燃料を廃棄物に置き換えてエネルギーを生産することで節約しているだけでなく、ゴミを輸入

し、他国から出たゴミをリサイクルすることで年間 1億ドルの収入を得ているのです。	  

世界の廃棄物の半分以上が埋立地に捨てられています。つまり、世界のゴミのほとんどは、	最終的に土壌や地下
水を汚染する毒素を放出し、危険な温室効果ガスを排出することになるのです。	  

しかし、スウェーデンは世界のお手本となっているのです。スウェーデンの家庭ごみのうち、埋め立てられるのは	
1%未満です。ゴミを燃やすと、さらに	 52%がエネルギーに変換され、	残りの	 47%はリサイクルされます。一方、
英国では廃棄物の 44%しかリサイクルされてい	 ません。	  

廃棄物を無駄にせず、99%をリサイクルすることで、スウェーデンはゼロエミッション、そして持続可能なエネルギー
の実現に向けて歩みを進めているのです。	  

では、どのようにしているのだろうか。	 スタートが早いのです。スウェーデンのコミュニティでは、幼い頃からリサイ
クルすること	 を教えられ、生活の一部として定着しています。全国の子どもたちが集まってゴミを拾い、	身の回り
をきれいにするナショナルデーもあります。教師は特別なトレーニングを受け、子どもたちが自分たちで紙を作った

り、学校で廃棄物対策を実施したりするなどの体験活動を行います。	  

しかし、アジアでは廃棄物に対する取り組みが遅れています。	環境保護活動家であり、⻑年にわたって環境保護
活動の一環としてリサイクル産業に精力的に取り組んできた数少ない日本人の一人であるマイクがいます。日本

がいかにプラスチック汚染対策に遅れているかを知り、プラスチック汚染に対抗するための代替リサイクル方法の

開発に注力しているのです。	  

諸外国に比べて著しく遅れている日本のリサイクル業界にとって、画期的なことをされている方です。アニメやさま

ざまな芸術活動を通じて、その情報を発信していることがとても	興味深いです。	  



ヨーロッパでは、廃棄物の学校がとても多いのです。⻘少年、教育者、家族が健全なコミニティのために十分な情
報を得た上で行動できるよう、学習リソースを作成しています。再	生可能エネルギー、グリーンケミストリー、廃棄
物削減など、人間の健康に影響を与える環境問題の解決に焦点をあてています。	  

世界は廃棄物の危機に直面していると言われています。そうであるならば、廃棄物を適切に	管理するための教育
を誰もが受けることが重要です。	廃棄物にはさまざまな形があり、どのように処理すればよいのか迷うことがあり
ます。だからこそ、誰もが廃棄物管理に関するトレーニングを受けることが重要なのです。	  

世界のゴミ問題を解決するために、私たちはゴミの正しい処理方法を皆に教える必要があります。つまり、廃棄物

の種類とその処理方法について教えるということです。	  

また、間違った方法で廃棄物を処理することの危険性を教えることも重要です。有害物質の不適切な廃棄は、深刻

な環境破壊を引き起こす可能性があります。ですから、どうか皆さん、	正しい廃棄物管理について教育すること
で、世界の廃棄物危機を解決するために力を合わせましょう!	  

 
  



 
 
 

「おもてなし」の精神がプラスチックゴミを生む	  

日本では、贈り物をするときに過剰に包装することが伝統となっています。日本人の衛生観念と	 「おもてなし」の精神は、あら

ゆるものを何重ものビニールで包み、包装し、袋詰めすることを	可能にしている。	  

例えば、スーパーマーケットには、再利用できないプラスチックに包まれた食品がたくさん並	んでいます。野菜や果物でさえ、

自然のままの包装で、しかも何重にもプラスチックで覆われて	います。	

地元のある店では、ジャガイモやニンジンさえも個別にシュリンクされていました。	見た目がきれいであることは大切なことで

すが、それは地球を汚染することになります。	  

アメリカの次にプラスチック汚染の最も大きな原因となっている国があります。日本です。日	本では、一人の人が	 1	年間に使

うレジ袋が	 500	枚にもなるというから驚きです。これは、毎日	 1	枚以上のレジ袋を使用していることになります。	

日本の環境問題	  

日本では、リサイクルの話は住⺠にとっても非常にわかりにくいものです。その上、ルールが	非常に複雑であるため、市⺠が
ルールを守ることはさらに困難です。そのため、リサイクルのル	ールも複雑で、さらにそのルールを守ることが難しく、リサイク

ルの過程で失敗する人が増え、	 リサイクルされるプラスチックの量も減っています。	  

結局、日本で本当にリサイクルされているプラスチックは	 14%程度に過ぎません。この数字	は、リサイクルの基準が高く、さ

まざまなカテゴリーがあることを考えると、非常に低い数字で	す。また、日本で最も多く行われているプラスチックの処理方法

は焼却であり、非常に多くの二	酸化炭素を排出し、大気を汚染していることも大きな問題です。また、プラスチックに対応する	

資源を持たない他の国へも大量に送られるため、水中に蓄積される可能性があります。	  

環境保護団体などがプラスチックに溢れた世界にどう対処すべきか警鐘を鳴らす中、日本もま	  

た適応しなければならない状況にあります。しかし、化石燃料から作られたプラスチックを燃や	すと、大気中に二酸化炭素が

放出され、地球温暖化の原因となる。	  

しかし、多くの人々はそのことに気づいていません。日本では、プラスチックに関する問題	意識は低いのです。	

環境問題に直面する日本企業	 しかし、日本企業の中には、率先して環境問題に取り組んでいるところがある。	その一例が、	

MSC	社である。MSC	株式会社は、仙台にある有名な廃棄物・リサイクル業者です。	  

この会社の使命は、環境に害を与えない方法を用いて、リサイクル業界に革命を起こすことで	す。この会社では、以下に述べ

るような様々な方法を用いています。そのひとつが、樹脂と機械	 を一体化することで、これまでリサイクルが困難だったプラス

チックを独自の技術で再生し、利	用可能な素材に生まれ変わらせるという方法だ。	  

他国に比べてかなり遅れている日本のリサイクル業界にとって、MSC	は画期的なことをや	 っている。また、視覚学習者にもわ

かりやすいように、アニメーションやさまざまな芸術的活動	 を取り入れている点も興味深い。	  

このままでは日本は取り残されるかもしれない。斬新な発想をする企業のアイデアをどんどん	取り入れるべきだろう。	 しか

し、日本がこの問題をリードするのは、今からでも遅くはないし、	日本国⺠もそう思っている。	  



 


